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平 成 ２ ８ 年 第 ２ 回
箕面市教育委員会定例会会議録

１．日 時 平成２８年２月１５日（月） 午後１時３０分

１．場 所 箕面市立市民会館 ２階大会議室２

１．出席委員 委 員 長 山 元 行 博 君

委 員 長 職 務 代 理 者 中 享 子 君

委 員 丹 澤 直 己 君

委 員 大 橋 亜由美 君

委 員 髙 野 敦 子 君

委 員 （ 教 育 長 ） 具 田 利 男 君

１．付議案件説明者

子ども未来創造局長 大 橋 修 二 君

子 ど も 未 来 創 造 局

担 当 部 長 樋 口 弘 造 君

子 ど も 未 来 創 造 局

担 当 部 長 木 村 均 君

子 ど も 未 来 創 造 局

担 当 部 長 浜 田 徳 美 君

子ども未来創造局担当副部長

兼教育センター所長 岡 裕 美 君

子ども未来創造局副理事 半 沢 芳 寛 君

子ども未来創造局副理事

兼 早 期 療 育 室 長 稲 野 文 雄 君

子ども未来創造局副理事 斉 藤 堅 造 君

保健スポーツ課担当室長 中 井 正 美 君

教 育 政 策 室 長 村 田 麻 子 君

教 職 員 人 事 室 長 巣 組 悦 子 君

人 権 施 策 課 長 柴 田 大 君

人権施策課男女協働・

家 庭 支 援 室 長 江 口 寛 君



学校教育室担当室長 高 岡 真 仁 君

学 校 施 設 管 理 室 長 西 田 昭 浩 君

学 校 生 活 支 援 課 長

兼広域学校生活支援課長 坪 田 忠 宏 君

学 校 生 活 支 援 課

青 少 年 育 成 室 長 一 階 世志明 君

学 校 給 食 室 長 佐 治 功 君

子 育 て 支 援 課 長

兼広域子育て支援課長 西 尾 直 人 君

子育て支援課幼児教育保育室長

兼広域幼児育成課長 今 中 美 穂 君

文 化 国 際 室 長 前 田 一 成 君

天 然 記 念 物 室 長 岩 永 幸 博 君

保 健 ス ポ ー ツ 課 長 谷 尾 吉 章 君

中 央 図 書 館 長 大 迫 美恵子 君

１．出席事務局職員

教 育 政 策 室 松 尾 真 恵 君

教 育 政 策 室 巣 組 裕 子 君



１. 議事日程

日程第 １ 会議録署名委員の指定

日程第 ２ 箕面市立学校の府費負担教職員の勤務時間、休日、休暇等に関する

規則改正の件

日程第 ３ 箕面市教育委員会人事発令の件

日程第 ４ 箕面市教育委員会会議録の承認を求める件

日程第 ５ 教育長報告

日程第 ６ 箕面市教育委員会所管に係る平成２８年度箕面市一般会計当初予算

の件

（午後１時３０分開会）

◯委員長（山元行博君） ： ただ今から、平成２８年第２回箕面市教育委員会定

例会を開催いたします。議事に先立ちまして、事務局から「諸般の報告」をし

ていただきます。

（事務局報告）

◯委員長（山元行博君） ： ただ今の報告どおり、本日の出席委員は６名で、本

委員会は成立いたしました。

◯委員長（山元行博君） ： それでは、日程第１「会議録署名委員の指定」を行

います。本日の会議録署名委員は、箕面市教育委員会会議規則第４条第２項の

規定に基づき、委員長において髙野委員を指定いたします。

◯委員長（山元行博君） ： では次に、日程第２、議案第１号「箕面市立学校の

府費負担教職員の勤務時間、休日、休暇等に関する規則改正の件」を議題とい

たします。議案の朗読を省略し、提案理由を子ども未来創造局教職員人事室長

に求めます。

◯子ども未来創造局教職員人事室長 ： 本件は、学校教育法等の一部を改正する

法律の施行に伴い、関係規定を整備するため、箕面市立学校の府費負担教職員

の勤務時間、休日、休暇等に関する規則の一部を改正する必要が生じたため提

案するものです。

◯委員長（山元行博君） ： それではご質問、ご意見をお受けいたします。

◯委員長（山元行博君） ： ないようですので、議案第１号を採決いたします。

本件を原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（“異議なし”の声あり）

◯委員長（山元行博君） ： 異議なしと認めます。よって、本件は原案どおり可

決されました。

◯委員長（山元行博君） ： 次に、日程第３、報告第４号「箕面市教育委員会人



事発令の件」を議題といたします。議案の朗読を省略し、提案理由を子ども未

来創造局教育政策室長に求めます。

◯子ども未来創造局教育政策室長 ： 本件は、人事異動等に伴い発令する必要が

生じましたが、委員長において教育委員会会議を招集する時間的余裕がないと

お認めいただき、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２５条第１項並

びに箕面市教育委員会教育長に対する事務委任規則第３条１項の規定により、

教育長が臨時に代理しましたので、同規則第３条２項の規定により、報告する

ものです。

◯委員長（山元行博君） ： ご質問、ご意見をお受けいたします。

◯委員長（山元行博君） ： ないようですので、報告第４号を採決いたします。

本件を報告どおり承認することにご異議ございませんか。

（“異議なし”の声あり）

◯委員長（山元行博君） ： 異議なしと認めます。よって、本件は報告どおり承

認されました。

◯委員長（山元行博君） ： 次に、日程第４、報告第５号「箕面市教育委員会会

議録の承認を求める件」を議題といたします。議案の朗読を省略し、提案理由

を子ども未来創造局教育政策室長に求めます。

◯子ども未来創造局教育政策室長 ： 本件は、去る１月２１日に開催されました

平成２８年第１回箕面市教育委員会定例会の会議録を作成しましたので、箕面

市教育委員会会議規則第４条の規定により、提案するものです。

◯委員長（山元行博君） ： ご質問、ご意見をお受けいたします。

◯委員長（山元行博君） ： ないようですので、報告第５号を採決いたします。

本件を報告どおり承認することにご異議ございませんか。

（“異議なし”の声あり）

◯委員長（山元行博君） ： 異議なしと認めます。よって、本件は報告どおり承

認されました。

◯委員長（山元行博君） ： 日程第５「教育長報告」を議題とします。教育長に

報告を求めます。

◯教育長（具田利男君） ： まず教育委員さんの活動についてご説明します。１

月１５日に、平成２７年度市町村教育委員研究協議会が京都大学で行われ、チ

ーム学校に関する部会にご参加いただきました。２１日には、箕面市文教常任

委員と教育委員との意見交換会が行われ、塾に頼らず学校教育だけで学力、生

きる力を伸ばせないかというご意見を頂きました。また、子ども達の居場所に

ついての意見交換も行われました。２８日には、平成２７年度大阪府都市教育

委員会連絡協議会の役員会・代表者研修会が行われました。代表者研修会では、

大阪府警察本部少年課少年育成室長に、少年非行についての講演をしていただ

きました。次に私の報告ですが、１月８日に大阪府都市教育長協議会の定例会



に出席しました。２２日には豊能地区教育長協議会研修会を開催し、チーム学

校について、文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課の福島課長補佐に

ご講演いただきました。この講演では、教員を増やすことが難しい中で、学校

が組織だって動くことによって今の人材で補完し合い、いかに子どもたちと向

き合い、力を伸ばしていくかという取り組み方について勉強させていただきま

した。２３日、２４日には全国の教育長を集めた教育長セミナーが行われまし

た。ここではパネルディスカッションに、倉田箕面市長がパネラーの一人とし

て出席され、首長から見た教育委員会について発表されました。教育委員会制

度は機能すれば、本当によい行政機関である、教育委員は切実感を持って判断

してほしいとお話しされました。

◯委員長（山元行博君） ： ご質問、ご意見をお受けいたします。

◯委員長（山元行博君） ： ないようですので、次に日程第６、報告第６号「箕

面市教育委員会所管に係る平成２８年度箕面市一般会計当初予算の件」を議題

とします。議案の朗読を省略し、提案理由を子ども未来創造局長に求めます。

◯子ども未来創造局長 ： 本件は、平成２８年度に予定している教育施策及び各

種事務事業を実施するに当たり、平成２８年度箕面市一般会計予算を箕面市長

に要請する必要が生じましたが、委員長において教育委員会会議を招集する時

間的余裕がないことが明らかであるとお認めいただき、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第２５条第１項に並びに箕面市教育委員会教育長に対する

事務委任規則第３条１項の規定により、教育長が臨時に代理いたしましたので、

同規則第３条２項の規定により、報告するものです。

◯委員長（山元行博君） ： ご質問、ご意見をお受けいたします。

○教育長（具田利男君） ： 主な予算の内容について補足いたします。まずＪＥ

Ｔプログラムを活用した英語教育の強化についてです。現在は２０名のＡＬＴ

を配置していますが、新年度はさらに１３名増やし、小学校では毎日４５分授

業のいずれかに入ってもらえるようにします。中学校と小中一貫校は、これま

での週１回から、週２回の授業に入れるよう各学校に２名のＡＬＴを配置しま

す。また、ＡＬＴだけでなく、関係する人員も増やし、英語教育全体を補強し

ようと考えています。次に、学校力向上を目指し、小・中学校、小中一貫校そ

れぞれ１校ずつ、計３校をパイロット校に指定します。市で予算を組み、パイ

ロット校では、研究主任、生徒指導主事の代わりに授業支援員が授業を行い、

研究主任、生徒指導主事を専任化して組織として動けるようにします。それか

ら、とどろみの森学園、彩都の丘学園の校区であるニュータウンの人口が増え

ていますので、これに対応して必要な校舎の増築ができるよう、設計・工事費

等を盛り込んでいます。また、学童保育室の整備が必要です。平成２８年度中

に、止々呂美小学校、萱野東小学校、中小学校、彩都の丘小学校の４校におい

て、学童保育室を増設します。さらに、平成３０年から３３年にかけて増築が




